
チェックリストの
⽬的説明

• チェックリストに取り組む⽬的として「⾼齢者の尊厳あるケアの実現」について共有する
• 不適切ケアになっていないかを⾃⼰及び他者からの視点によりチェックを⾏う

チェックリストの
実施

• 定期的に実施する（例︓半年に1回、研修前等）
• 無記名で回収（フロア・エリア・職種など単位を分けて回収すると分析に役⽴つ）
• 「⾼齢者虐待防⽌のセルフチェックリスト」や「組織体制チェックリスト」も同時に実施する

分析

• 集計し傾向を把握する（⼩単位ごとの特徴、チェックの多い・少ない項⽬、前回⽐較等）
• 課題抽出︓①背景や原因について仮説をたてる ②各種会議や委員会等により検討する
• 改善計画の作成する

フィードバック

•虐待の芽チェックリスト等の実施・分析結果と課題及び改善計画を職員へ説明する
•虐待の芽チェックリスト等の実施結果を基に具体的取組の実⾏をする（虐待防⽌研修等）
•改善計画に対するモニタリングと評価（PDCAサイクルを回していく）

虐待の芽チェックリスト活⽤例①



虐待の芽チェックリスト活⽤例②

• ③決定された取り組み内
容を具体的に計画をして実
施する（⽬標の⼩項⽬、
期間、進め⽅、役割等）

•④実施した計画に
対してモニタリング、
評価する

•②抽出された事項から
取り組む内容を確定す
る（⽬標の⼤項⽬）

• ①チェックリスト実施結果の
集計により取組みが進んで
いない事項や改善する必要
のある事項を抽出する

課題の
抽出

取組み
内容の
決定
取組み
計画の策
定と実施

モニタリ
ングと
評価

「障害のある⼈の尊厳を守る虐待防⽌マニュアル」⼀般社団法⼈⼤阪府知的障害者福祉協会2010年を参考に⾼齢者権利擁護⽀援センターが作成


